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どこでもMyカルテは、なぜ必要か？

•医療を選択する者は、
誰か？



医療法

第１条 　この法律は、医療を受ける者による医
療に関する適切な選択 を支援するために必要
な事項、医療の安全を確保するために必要な事
項、病院、診療所及び助産所の開設及び管理に
関し必要な事項並びにこれらの施設の整備並び
に医療提供施設相互間の機能の分担及び業務
の連携を推進するために必要な事項を定めるこ
と等により、医療を受ける者の利益の保護 及
び良質かつ適切な医療を効率的に提供する
体制の確保を図り、もつて国民の健康の保持に
寄与することを目的とする。



どこでもMyカルテ

• 医療を選択する者は、誰か？

• 医療を受ける者による 医療に関す
る適切な選択 のために、情報を共
有することが必要。

どこでもMyカルテ



地域医療再生基金

• 地域医療再生基金の厚生労働省HP
• http://www.mhlw.go.

jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/saiseikikin/index.html

1. 平成21年度補正予算による地域医療再生基金  
2. 平成22年度補正予算による地域医療再生基金  
3. 平成23年度第三次補正予算による地域医療再生

基金  



平成21年度補正予算による地域医療再生基金





地域医療再生計画の概要

．人材（医師・看護師等）確保策

• 医師修学資金貸与制度

• 寄附講座

• 研究委託

．救急医療・周産期医療・小児医療の確保

．公立・公的病院の再編

．医療連携

． IT化・電子カルテネットワーク



救急医療・周産期医療・小児医療の確
保

• 救急医療機関の直接的な整備（人材・
機器・資金・設備の投入）以外に行うこ
とはないか？

救急受診者を減らす努力も必
要



救急受診者を減らす努力

救急受診者

A．軽症救急受診者

• コンビニ受診・不安⇒啓発活動・組織つくり

• ワンストップ型（１次・２次）救急施設の整備

B．重症救急受診者

• 重症化・再発の防止⇒疾病の２次予防

• 妊婦検診の公的補助など

C．救急施設長期入院者（滞在者）

• 後方病床・後方施設の確保



重症化・再発の防止⇒疾病の２次予防

• 医療機関のネットワーク化により、医療情報の共
有を図る場合、中核病院の画像が診療所で見れ
るなど中核病院から診療所への情報の流れだけ
ではなく、診療所における血圧、血糖・HbA1cや
脂質の値など、生活習慣病の月々の数値、コ
ントロールの程度 を、病院の専門医が確認でき
る双方向性の医療情報の共有化 を図ると、地
域住民の健康管理・疾病管理・重症化予防
が行われ、結果として脳卒中、心筋梗塞など重
症者が、救急受診する数を減少することができ、
救急医療体制の保持ができると考えられる。 



１．地域医療連携の実現に向けてIT を導入する以前の段階
における留意事項

• 地域医療連携のための医療情報連携のためには、ま
ず、医療情報を円滑に連携するための人的連携を構
築する取組みが必要 。連携して医療を行うためには、
連携医療を担当する人員が確保 されるとともに、そ
の間の信頼関係が構築 されていなければならない。IT 
システムを導入するだけでは地域医療連携は実現
しない。

• IT の導入は、医師をはじめとする現場の医療従事者の
負担が軽減されることが目的。したがって、業務負担
軽減に役に立つ IT は何かを事前によく検討すべ
き。また、これまでの業務プロセスを再点検して、必要
に応じてそのプロセスを変更しIT 利活用による業務負
担軽減効果を得られやすくすることが重要。



２．地域医療連携に向けてIT の活用を具体的に検
討する際の留意事項

持続的に運用可能な情報連携ネットワークシステム

• 新規に情報システムを導入し周辺の医療機関と連携
する場合には、持続的に運用することを考慮して、可
能な限り低コストで簡素なシステムを選択すること
（地域内におけるサーバー数は可能な限り抑制して、
中核病院による集中的な web 型電子カルテネット
ワーク運用 を行うことを目指すなど）。

• 地域医療連携における医療情報の連携方式として集
中型を採用する場合、地域内の情報連携のための
リーダーを決定 して、地域内で連携する各医療機関
間の役割分担を明確化 することが重要。



２．地域医療連携に向けてIT の活用を具体的
に検討する際の留意事項

安価で拡張性のあるインターネットでの接続

• 将来的な拡張性（他地域の機関や他の疾病の
医療連携グループとの分散型情報連携等）及び
コスト負担を考慮して、セキュリティに十分配慮し
た上で、インターネットによるネットワーク接
続を選択することが望ましい。 例えば既存の
地域連携サービスへの加入など、インターネッ
トを利用した安価で簡素な情報連携 を実施す
ることが望ましい。
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